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う，ガバナンスにかかわる問題も含んでいる (Bulkeley et al. 2011; Hodson 
and Marvin 2010)。
これらの点に関連する直近の政策動向としては，SDGs（Sustainable 
Development Goals：持続可能な開発目標）の達成をはかるため，2017 年 12
月に国が打ち出した「地方公共団体における持続可能な開発目標 (SDGs) の達
成に向けた取組の推進」を挙げることができる 1。この施策は，「まち・ひと・
しごと創生総合戦略 2017 改訂版」（2017（平成 29）年 12 月 22 日・閣議決定）
および「SDGs アクションプラン 2018」（2017（平成 29）年 12 月 26 日・持続
可能な開発目標 (SDGs) 推進本部決定）における，「『日本の SDGs モデル』の
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は，2018 年２月，自治体による SDGs の達成に向けた取り組みを公募し，優
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ンスの分野では参加型アプローチ (participatory approach) が注目を集めてい
る (Lang et al. 2012; Kasemir et al. 2003)。その具体的な事例は欧州でさかん
に見られるが，日本でもここ最近は行政や専門家が参画した市民ワークショッ
プの開催という形態を中心として，さかんに実践されている（Kishita et al. 












という計算機システムを用いる (Umeda et al. 2009)。このシステムは，持続可
能社会シナリオの理解・作成・分析を統合的に支援することを目的として筆者
らが開発してきたシステムであり，ビジョンとパスから構成されるシナリオの
論理構造を可視化することができる (Umeda et al. 2009)。
本研究では，以上の手法を，2064 年の富山市における持続可能社会のシナ
リオを描くことを目的とした市民参加型WSに適用した。そこでは，年齢・性別・


















る (Kishita et al. 2016; Lang et al. 2012)。一般に，参加型アプローチは，専門
家とステークホルダーが連携して問題の解決にあたるものである (Kasemir et 
al. 2003)。他方，持続可能な将来のビジョン（理想の未来像）を描くためのア
プローチとして，バックキャスティングの考え方に基づくシナリオ作成が広く
利用されている (Kishita et al. 2016)。図１に示すように，バックキャスティン
グによるシナリオ作成の特徴は，現在を起点として考えるのではなく，遠い将






を目的として用いられるようになってきている (Vergragt and Quist 2011)。
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表 1：参加型バックキャスティングに基づくシナリオ作成事例の一例







































































































続可能社会シナリオシミュレータ（以下，3S シミュレータ）(Umeda et 
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グシナリオ作成手順（Kishita et al. 2017; 和田他 2013）を拡張する。具体的
には，図３のようにシナリオ作成手順を以下の６ステップで定義する。
・  ステップ１： 問題設定と WS 準備
シナリオの作成目的，シナリオの対象年，対象地域を設定する。また，
WS 開催の準備のために参加者を募集する。
・  ステップ２： 現状分析
現在の状態に関する必要な情報をシナリオ設計支援者から参加者に与え，
それらを参加者間で共有する。











テナビリティ・コンパス (AtKisson and Hatcher 2001) の考え方に従って４
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４．富山市における市民参加型バックキャスティングの実践
筆者らは，持続可能な富山市のシナリオ作成を目的とした市民参加型WSを，








市 2064」とした。2064 年は 2016 年から数えて 48 年先の未来である。2016 年
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表現している。例えば，ノードの種類として fact （事実），hypothesis （仮定），
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action （施策や行動），conclusion （結論），ノード間の関係を表すリンクの種
類として causality （因果関係），logical_jump （論理的飛躍），detail （詳細























す。なお，WS 参加者 16 名のうち 15 名（回収率 93.8%）から回答を得た。
本 WS に参加した感想，および，市民どうしで行う富山市ビジョンの作成の
意義について尋ねた設問の結果を図９の上部に示す。WS 参加の感想で「良かっ
た」，「まあ良かった」を合計すると 93%（15名中 14 名），ビジョン作成の「意






















の KF の抽出に基づく４本のビジョン作成，3S シミュレータを用いたシナリ
オの詳細な記述と構造化，の３点である。提案手法を富山市 WS に適用した
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